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特 集 記事

サ クラ と農業

山 下裕作*

〔キーワード サクラ，桜，サの神，民俗学，農

業農村の永続

1 . はじめに

サクラとは， 一般に，ウメ ・そそ ・アンズなどを

除くパラ科サクラ属の植物の総称である.その名称、

の由来については，①「咲く Jに複数を表す接尾語

の「らJを付したとする説，②稲の作神であるサの

神が寄り懇く神鞍(クラ)からくるという説，そし

て③ 「木の花(サクラと思われる)Jを象徴する木

花之佐久夜毘売命(このはなのさくやひめのみこ

りから「さくやJを取り転靴したという説，の三

つに代表される諸説がある.

本論考は，サクラの名称の由来を明らかにしよう

とするものでは必ずしもない.この諸説にはそれぞ

れ根拠があるのだろうし，その根拠について筆者は

まったくの無知である.ただ，中園地域の山間部を

行き来して民俗調査を行う中で，サクラと農業の関

わりが折々耳目に触れたので，そのことを書き記し

ておこうと思う.

大仰な目的意識などはないが，サクラは日本の国

花であると意識されている.事実，日本文化とサク

ラとの縁は深い.春になり桜が咲けば，誰でも花見

に出かけたくなるだろう 日本人の多くがサクラを

好んでいるのである.そのサクラと農業という生業

が密接に結びついていることを，ほんの少しでも明

らかにすることが本稿の目的である農業 ・農村

の多面的機能Jという大層な議論に比べれば，し、か

にも見劣りする.しかし，サクラと農業 ・農村の関

係を多少なりとも明らかにできれば，農業 ・農村に

対する好意的な理解が，日本国民の聞に今少し広が

るかもしれない，あるいは，苦しい状況で営農され

ている農業者の皆さんの些細な励みくらいにはな

るかもしれない，と思うのである.

傘独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構農村工学研究所

(Yusaku Yamasbita) 

2.サクラという問題の提起

民俗学の祖である柳田国男は，とくに「しだれた

木Jのサクラである枝垂れ桜は，霊場殊に死者を祭

る場所に植えられたのであり，花見はまた，死者を

祭る「一つの祭りの式」であったとしている.それ

を受けて折口信夫は，花という言葉は，そもそも「先

触れの木」を意味し，その中でもサクラという花(先

触れの木)は「一年の生産の前触れとして重んぜら

れJ• r遠くから桜の花を眺めて，その花で稲の実

りを占ったj とする.そして，万葉集の研究者でも

あった桜井満は「そもそもサクラとし、う語は，サは

回の神，穀霊の名，クラは神座としての意義が存し

たらしいのである.すなわち，サクラは穀霊を迎え

る依代一穀霊のこもる花として，農耕生活のうえに

関与するたいせつな花であったj とするのである.

サクラの名称由来についての有力な仮説がここで

提出される.さらに，早川|孝太郎も農業とサクラの

関係を指摘し，和歌森太郎も桜井と同様の説を展開

する.柳田，折口，早川，桜井，和歌森と民俗学創
そうそう

生期における鋒々たる巨人たちが，サクラの霊的な

意味，また農業との密接な関係を指摘しているので

ある.

以上の整理は，現代を代表する民俗学者の一人，

小松和彦 (2002)によるものである.小松はこれら

先達によるサクラの議論を所詮は検証しえない

仮説にすぎないj と結論づける.確かに，証左とな

る資料類に乏しく，柳田や折口らの天才的な直感と

豊かな想像力によるところが大きい仮説なのであ

る.また，小松は桜の花に託された意味は，個々

の時代状況の中で，さまざまな社会関係の中で，そ

してその中に生きる人びとによって作り出され継

承されたり衰退・消滅するものであり，その意味(機

能)はその中で検証 ・抽出されるべき」であるとす

る.すなわちサクラというものに込められた意味は，

決して普遍的 ・一般的なものではなく，さまざまな

0369-5247/08/平500/1論文/JCLS
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時代に生きた人々それぞれに異なると言うのであ

る.誠にもっともな議論である.

しかしながら，実際の中園地域山間部農村におけ

る調査により，サクラと農業に関する資料をいくつ

か得ることができた.いまだ仮説の段階を越えるも

のではないが，それを元にサクラと農業が密接に関

わりながら現代に伝承されている姿を描き出そう .

それは，現在の「時代状況Jと「社会関係Jの中で，

サクラに込められるべき意味を明らかにすること

でもある.

3. 中園地域の 「 サ の 神 J

中園地域における田の神は，おおむねサンパイさ

んと呼ばれる.岡山では農神(ノーガミ)，山口で

はサンボウさんと呼称されるが，同種の神であり，

ほぽ中園地域全体で信仰されていた.そのサンパイ

さんは，あの世とこの世を行き来する神，いわば「去

来神Jである.そのサンパイさんのお話しを以下に

紹介しよう.島根(石見) ，広島(安芸 ・備後) ， 

岡山(美作)で聞き取った話を，読者の理解の便を

考えつなぎ合わせたものであり，民俗学的には必ず

しも正確ではないことを申し添えておく.

サンパイさんのお話

「村の住民が亡くなると，四十九日を経てあの世

に行きます.その時，餅をー升だけ掲いて仏に供え

ます.あの世へ持たすためでしょう .その仏さんも

三十三回忌を終えると，山にお績もりになって神さ

んになります.この神さんは山の神とか荒神とか大

元神と呼ばれます.とくに島根県各地では，その神

様に奉ずる「大元神楽Jが盛大に行われていました.

この神さまは焼き畑をしながら村を拓き，山を崩し

て砂鉄をとり，農具などを作る鉄穴(かんな)流し

をしては少しずつ田んぼを拓いてきた先祖たちで

す.だから村里に住む子孫の幸福と作物の豊作を気

に掛けてるのでしょう ，よ く村里に降りて来ます.

正月には「年神j さんになって里に下り，いったん

はトンドの煙に乗って山へ帰り ，田植え前には回の

神のサンパイさんとなって，ハエンゴ(魚:カワム

ツのこと)の背に乗り， 川をったって山から降りて

主主主ι サンバイさんは井堰から水路をたどり，田

の水口に降り立ち，稲を守るため田に健もるのです.

そのサンパイさんを迎えるために，田植えの日には

水口に，サンパイさんの健もる森をつくり，そして

三把の苗をお供えしました.その後，レンゲ(旧暦

六月十五日)かハンゲ(七月 二日頃)のころ畑に移

り「畑の作神Jさんとして畑作物をお守りになりま

す.このサンパイさんが移られる日，田んぼに入つ

てはいけません.田んぼに入ると，回の草の先で目

を突いて見えなくなってしまいます.また，七夕は

サンパイさんの日とする所もあります.この日，お

宮で田植え蝶子が行われるのです.七夕や十七夜，

ともに旧暦に直すとお盆に関係しています.祖先の

魂でもあるサンパイさんが，この日里のお宮に帰る

のは当然のことかもしれません.そのサンパイさん

ですが，イノコ(旧暦十月の亥の日)の日に山の畑

を経て，山へ帰られます.この日はまた畑に入って

はいけません.この日畑ではサンパイさんが大根を

ミリミリと太らせます.その音を聞いてしまうと死

んでしまうと伝えられています.サンパイさんは山

へ帰られると，山の神，荒神，大元神さまに戻られ

ます.そうした神さまの一部分がふっと切り離され

ることがございます.ふっと切り離されて，その村

里に新しく子供として生まれ変ってくるのです.あ

の世の世界は暮らしやすかったのでしょう，産まれ

たばかりの子供はよくあちらへ帰ろ うとします.一

才になると，歩いて帰ろうとします.生きた者とし

てこちらに留まり，代々村里を守り伝えなければな

らないことを教えるため， 一才になると仏に持たせ

るのと閉じ一升餅を子供に背負わせ，わざと転ばせ

ます.そうすることで，あちらの世界には帰れない

ことを教えるのです.ですがやっぱり子供たちは神

さまに一番近い心根をもっているのですから，村や

農業に関する色々なまじない事をしてもらったも

のです.トノへイでは年神さまの使いとして家々に

良い種(穀霊)を配り，虫送りでは稲に付く害虫(悪

霊)を追い，イノコ祭では藁鉄砲で地面を叩き，神

さまを山に送った後の大地を清めたりしたもので

す…. J 

このサンパイこそが，稲の穀霊である「サの神」

である.和歌森太郎が指摘するように，民俗学では

サツキ(五月)，サオトメ，サナエ，サジキ，サオ

リ，サノボリ(サナプリ)の「サJはみなこの 「サ

の神」から来ているとされる.サの神が降りてくる

月をサツキ，サの神の亙女である稲の植え手の乙女

をサオトメ，サの神が健もる苗をサナエ，サの神の
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神事でもある閏植行事を見るサジキ，サの神が山や

空から田に降りるサオリ，田から山や空へ登るサノ

ボリ(サナブリ)，というわけである.どれも農業

に関連する言葉である.ではサクラはどうであろうか.

4. サクラという木

まずは植物名のサクラから検討しよう.

『日本植物方言集成~ (八坂書房編 2001.以下，

『方言集成~ )を紐解いてみると，方言におけるサ

クラが実に多様な樹種を指していることがわかる.

その代表的なものが東北地方におけるコブシ(モク

レン科)であろう.岩手・青森 ・秋田を中心にコブ

シは，イソザクラ，イトマキザクラ，オーザクラ，

ーサクラ，シキザクラ，ヒキザクラ，フキザクラなど

と，さまざまに呼称される.その中でもひときわ目

につくのが，稲作農業に由来すると思われる名称で

ある.タウエザクラ(北秋田)，タウチサクラ(青

森，岩手，宮城)，タウチザクラ(青森の津軽，岩

手，宮城の本吉，秋田の角館 ・北秋田)，タウチジャ

クラ(青森の上北)，タネマキザクラ(岩手の稗貫，

秋田の北秋田 ・仙北)，ナワシロザクラ(青森の西

津軽)である.タウチとは田を耕起することであり，

ナワシロとは苗代のことであり，タウエは言うまで

もなく田植えであるまた田の耕起はアラオコシに

始まり，ナカオコシ，シロカキという 三つの作業が

必要となる.概ね牛鍬(スキ)で天地返しをして，

馬鍬(マンガ)で砕土する作業を二度行い(アラオ

コシとナカオコシ)，聞に水を張り，土を砕きドロ

ドロにする作業と均平作業が行われる.この田に水

を張ってからの作業をシロカキというが，略してシ

ロともいう.シロザクラ(青森の下北 ・上北，岩手)

という名称も，このシロカキ作業から来ているのか

もしれない.

東北地域において，コブシはサクラに先立って 4

月に咲く.そろそろ苗代の準備や，回起こしに取り

かかる時期なのだろう.地域によっては，早めの田

植えをしていたのかもしれない.そうした稲作作業

の時期に咲くコブシを，サクラと称したのである.

では，西日本においてはどうであろう.東海西部

より九州にかけて，比較的多くサクラと方言で呼ば

れる植物はミズメ(カバノキ科)である.~方言集

成』に記載されている中で，サクラとつくミズメの

方言名を列挙してみると，アオザクラ，アホザクラ，

イヌザクラ，クロザクラ，コゴメザクラ，コネサク

ラ，サクラ，チョージャザクラ，ニマメザクラ，ネ

ズミザクラ，ホーチョーザクラ，ミズメザクラ，モー

カザクラ，ヨグソザクラである.農業に関連があり

そうな名称はコゴメザクラかニマメザクラくらい

であろうか.しかし，このミズメは樹皮がサクラに

似ており，枝や樹皮，樹液に独特の臭気(サロメチー

ノレ臭)を持っている.また花は細かい花の集合(花

序)が垂れ下がる形となる.このミズメがサクラと

呼ばれる所以は，おそらく樹皮がサクラに似ている

ことであろう.花が小さかったり黒や緑っぽく見え

るために，コゴメザクラ，アオザクラ，クロザクラ

と呼称され，特有の臭気を持つためにヨグソザクラ

やイヌザクラと呼ばれたのではないだろうか.西日

本，とくに中園地域では，春の稲作作業に関係する

植物はサオトメバナ，サオトメウツギと呼ばれるタ

ニウツギが一般的であろうか.石見(島根県西部)

では田植えの目当てになる花として，卯の花・うつ

ぎ・栗の花 ・笹ゆり ・あおいの花が報告されている

(文化庁文化財保護部編 1969) .西日本ではサク

ラという呼称と，農業に関係はないのだろうか.

5. サクラという名前

西日本においては，樹木名称、の方言としてのサク

ラから，農業とさほどの関係性を見出すことはでき

ない.しかし，中園地域の民俗誌を見ていると，サ

クラという名前を折々目にすることができる.

本来はその地域の生業なり，儀礼なりの全体の中

から，事象の意味を考えていかねばならないのであ

るが，いまだそれができるまで調査 ・資料の蓄積が

できていない.ここではとりあえず，これまで収集

できたサクラに関連する事象を，わずかなものにす

ぎないのであるが列記してみよう .

①サウラワラ(島根県邑智郡川本町) ["ノウパシ

(三谷，湯谷) ，苗箸，苗を結ぶ藁のことを言

うのが通称であるが，因原では土立'717'7とも

称しているJ (川本町誌編纂委員会 1977)

②サクラムギ(広島県比婆郡東城町:現庄原市東

城町) ["掲き屋では，戦前からサクラムギ(押

麦)に掲いてくれたという. J 

③サクラ干し(広島県比婆郡東城町 :現庄原市東

城町) ["干物には干しダラ，干しカレイ ，サク
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ラ干し(イワシのみりん干し)，アジのヒラキ，

スルメなどがあった.…田植えの食事，昼飯(オ

ヒノレゴッツォ) r煮染めには，サパの煮付けを

添えるところも多く「田植えサパ」と言った.

ーまた家によってはサクロボシ(イワシのミリ

ン干し)を煮染めに添えるところもあった. (東

城町史編纂委員会 1997)

④ 12月(島根県那賀郡弥栄村:現島根県浜田市弥

栄)餅っき…昔は木の臼や石の臼が使用され，

臼の下には新しいムシロや藁などを敷いて，さ

くらの木で、造った杵で一家中総掛かりで餅っき，

餅，粟餅なども作られた.正月の雑煮用は早乙

女の年の数だけ食べるものと，普から言われて

いる.

⑤蔭無し主主神社の社の東側の水田の中にある.

昔，隠岐の国の知 一々井で日がかげって稲が稔ら

ぬようになった.これを神に祈ったところ，出

雲国須佐大宮の境内に，桜の木があってその陰

がそこにさすためである，ということでさっそ

く須佐に来て国造に請うて伐ってもらったとこ

ろ稲が稔るようになったという.その切り株か

ら生えた桜は以後枯れずに残っている. (須佐

神社社伝) (弥栄村誌編纂委員会 1980)

⑥蔭無し桜 この地に長者がいた.ある年の田植

えに太陽が西の山に落ちかかった.まだ田植え

が済まんので長者は扇で太陽を招き返して，田

植えをその日のうちにすませたという.この桜

は長者の墓じるしともいう. (口碑) (佐回町

教育委員会 1982)

⑦「卯の花の早乙女も下りて苗を取りかし 藍色の

殿御等もおりて苗を取りかし.取ろうや苗を」

(東石見の回唄) (三上 1926)

⑧「盤色の殿原も嚇せJ (千代田町(広島県)回唄)

(牛尾 1968)

正直，まだまだ不十分であり，またこれらサクラ

の意味はつかめず分析できずにいる.しかし，サク

ラという名前が，何らかの形で農業と深く関わって

いることが確実に連想させられる.本当のところ，

このサクラに関する文献調査は，別件調査のついで

にざっと見ただけ，という面白ない段階である.し

かし，そんな中途半端な調査でもこれだけの情報を

見出すことができるのである.

6. サクラと名のつく魚

もう 4年前のことであるが，島根県大田市大代町

において，年間の生業暦を明らかにすることを目的

に， 80才の生活者の方から聞き取り調査を行った.

生業とは「生きるための仕事」である.農業はもと

より，普段の煮炊きに必要な仕事，イノシシや山菜

や魚の狩猟採取漁携，山仕事などのさまざまな仕事

が生業である.これを聞き取り，暦に整理すれば地

域の生活者が如何に多様な仕事を行いながら暮ら

していたか，ということが明らかになる.その大代

の生活者は，田植えのことを話されていたが，少し

話がわき道にそれ，こんなことを話された.

r (農業用取水を行う小阿川にて)ハエンゴはよ

う釣って食べましたなあ.近頃は白い大けな鳥(サ

ギか?)が食べてしまうせいかおらんようですが一.

ハエンゴ釣りは必ず田植えが済んでから行きまし

た.田植え前は「サンパイさんがハエンゴの背中に

乗ってやってくるんじゃけ取ったらいかん」と言わ

れてなあ.ちょうどハエンゴの背が車奇麗な色(婚姻

色)になっておるのを「サンパイさんが乗っていん

さるJというとりました ドロオトシがすむとハエ

ンゴを釣りに行くんですが，大きうなってノドが赤

うなっているハエンゴ，アカモチいうとりましたが，

大きいけぇ釣れたら嬉しかったもんです. J 

この話が，先に紹介した「サンパイさんのお話J

の下線部分の根拠となったものである.この話を聞

いて，筆者は広島県神石郡豊松村(現神石高原町)

で聞いた話を思い出した.それは，さらに 2年前の

ことである.今から数えれば6年も前のことであろ

うか.春，もうすぐ田植えという時期であった.筆

者は豊松村内を流れる小さな川|で，釣りをしていた

のだが，通りがかった地域の方が「この時期のハエ

(ノ、ェンゴのこと)をな，サクラパエというんよ」

と声をかけて下さったのである.rサクラパエ」で

ある.

実のところ，この 6年前，この「サクラパエ」の

「サクラ」は，春になって紅色の婚姻色を発するカ

ワムツが濃い桜色に見えることに由来するものと

考えていた.しかし，大代ではサの神であるサンパ

イが，この田植え前の時期，ハエに乗って山から下
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りてくるという.また当地の田植え歌にはこうある

「サンパイはどこから来やる，山の上から，葦毛の

駒に金覆輪の鞍をなげしきJ.金覆輪の鞍とは，縁

を金や金色の金具で覆い飾った鞍のことである.お

そらく平家物語の敦盛からきた一説であろう.葦毛

とは青い毛並みの馬である.サンパイ(サの神)は

青い馬の背に豪者な鞍(クラ)を置いて，山から降

りて来るのである.

ちなみに，春，田植え前の川や田の魚が，作神サ

ンパイと深く関係していたという伝承は，他地域に

もみられる.那賀郡弥栄村小角地区では大代地区同

様，サンパイさんが乗っているからと言って，五月

に入ると川魚を捕ることを禁じている(和歌森太郎

』編 1962) .また，巴智郡桜江町市山地区では，五

月に入ると回の中にいる鮒の子，メダカなどはサン

パイさんのお伴であるからとってはいけないとい

われ(桜江町誌編さん委員会 1973) ，さらに鹿足

郡日原町では鰻は農神さまの使いといって，五月

には苗代などに鰻がいてもとってはいけないとさ

れていた(大庭良美 1955).こうした伝承は，島

根県西部を中心に広く分布していた可能性がある

のである.

そうした島根県西部におけるサの神の神鞍(ク

ラ)という意味をもっ五月のハエンゴと，広島県豊

松村におけるサクラパエとしづ呼称が，何らかの形

で結ひ'つけられたら，すなわち，大代でサクラパエ

という名称，豊松で五月のハエンゴの意味を採取で

きれば，サクラという名前がサの神サンパイに由来

し，農業 ・農村と密接に関係するということが明ら

かとなる.しかし，現在まで，大代を中心に調査を

進めているが， 80才近い話者が，自身の祖母に聞い

た話であり，古い伝承である.いまだ当地において，

サクラパエという名称を採取することはできてい

ない.しかし，思いもかけない方向に調査の効果が

波及し，ハエンゴの泳く>J、河川の管理活動が地域の

生活者の手によってはじめられた.この件に関して

は，別稿(山下裕作 2006a，2006b)を参照された

し、.

サクラパエという名称に関する調査がまったく

成果がなかったわけではない.大代地区に近い大田

市大田地区において 70歳代の生活者が「サクラパ

エJという名称を覚えていた.市内を流れる三瓶川

で春に採った魚をサクラパエと言ったという.だが，

子供の頃のことで，その魚がカワムツで、あったかど

うかは覚えてないという.ハエという名称はカワム

ツの他にオイカワをも指す.河川下流域ではオイカ

ワが優越するため，オイカワだったのかもしれない.

いずれにしてもこれまでの調査では，サクラの語

源が「サの神の神鞍(クラ)Jであり，農業農村に

深く関わる名称である，とし、う仮説について，多少

裏付けることはできただろうが，実証するまでには

至っていない.

7. サクラに込める意味

サクラの名称由来，日本人がサクラという言葉に

込めた意味に関する調査は，現在のところここまで

である.この先に展開があるのか，資料が果たして

見つかるのかどうか，まったく不透明で、ある.しか

し，重要なことは，こうした調査を積極的に進め，

仮説を実証することでは必ずしもない.冒頭にあげ

た小松和彦の言をもう一度引用しよう.

「桜の花に託された意味は，個々の時代状況の中

で，さまざまな社会関係の中で，そしてその中に生

きる人びとによって作り出され継承されたり衰

退 ・消滅するものであり，その意味(機能)はその

中で検証 ・抽出されるべきだJ. 

われわれは現代を生きる現代人として，過去を振

り返る.そして歴史や民俗を学問として「検証 ・抽

出Jする.それは大事なことだ.歴史にとって最も

大事な存在は過去そのものではない.過去を認識す

る現代人である.現代人がいなければ，過去そのも

のがありえない.

しかし，われわれ現代人もまた，過去を生きた

人々同様歴史的存在である. r検証 ・抽出」という

学問的な営為も誠に結構であるが，われわれは現在

の時代状況，社会関係の中に生きる人間としてサク

ラに何らかの意味を託すべきなのではなかろうか.

そうでなければ未来を生き，サクラを仰ぎ見るだろ

う未来人に，われわれの存在は認識してもらえない

であろう.

では，いかなる意味を込めるのか.現在，農業や

農村を巡る環境は厳しい.そうした環境の中で，農

業を営む者として，農村に住まう者として，農業や

農村を守る立場にある者として，その目的に沿った
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主観的な意味，すなわち「思し、Jを込めればよい.

その「思し、」はかつて農村に生きた多くの人々の「思

し、Jと，どうしても交錯するであろう.農業という

技術は，そうした人々が生涯をかけて自然に挑んで

きた技能 ・知識の積み重ねによって今にある.農村

という環境は，そうした人々が，やがて生まれてく

るわれわれのことを思い，汗をかき，自らの手足で

もって切り拓き，整えてきた環境である.現代の農

業者も，農村生活者も，われわれのような立場にあ

る者も，そうした人々同様に，未来を生きる子供た

ちに対する責任と実践の必要性を感じているだろ

う.そう考えたとき，このサの神 ・サンパイの物語

は，サクラという日本を象徴する樹木に込める意味

として，実にふさわしいように思われる.サの神は

祖先霊であり ，新たな子供として農村に転生する.

農業農村の永続的な幸福という願いを，サクラは現

代にそして未来に表象するのである.
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